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発表概要

モバイルエージェントのためのデータフロー解析とその応用

飯 島 正† 安 田 幸 弘† 原 田 賢 一†

ネットワーク上を移動しながら作業を行うモバイルエージェントの実行効率を向上させる鍵の 1つ
に，直列化するデータを最小限に絞る，使わないデータを持ち歩かないといったことがあげられる．
そのためには，データの依存関係を調べ，それと，ネットワーク固有の帯域等の情報を加味して，ネッ
トワーク上での行動計画を決めることが必要となる．そこでは，モバイルエージェントのネットワー
クにまたがって展開された制御フローグラフ上で，コンパイラの最適化フェーズで使われるデータフ
ロー解析を行い，データの生存性，定義–使用連鎖，などを調べスライスを求めるとともに，ネット
ワークのプロファイル情報を参照して行動計画を決める．その結果，直列化するデータを取捨選択し
て軽量化したり，途中経路で使わないデータを途中経路を飛ばして先行したりして送り込む，依存関
係のない計算を並行したサブエージェントに行わせる，モバイルエージェントとステーショナリエー
ジェントの連携における最適配置を求めるといった，効率向上のためのパターンの自動適用を図るこ
とを試みる．本発表は，その基礎となる技術を提示するものであるが，応用面としては，効率の向上
だけでなく，情報の意図しない漏洩を避けるためのデータの暗号化/復号のタイミングを決めるといっ
た，セキュリティ向上応用もあり，その基礎に関しても言及する．さらに，モバイルエージェントの
振舞いには，定型的な振舞い（実行前/コンパイル時に分かるもの）だけでなく，移動先の状況に応
じて作業を選択するような不定形な振舞いもある．本発表では，そうした今後の研究にむけて，コス
トを考慮した動的な行動計画のための基礎的な考察を与える．

Data Flow Analysis for Mobile Agents and Its Applications

Tadashi Iijima,† Yukihiro Yasuda† and Ken’ichi Harada†

In this presentation we show an approach to improve efficiency of mobile agent (MA). The
main idea of the approach is application of data-flow analysis (DFA), which has been devel-
oped to optimize codes for many compilers. By using the DFA we expect reducing serialized
data, passing forward necessary data over any places on the way, and separating indepen-
dent sub-tasks into any sub-agents working in parallel. There are some other applications
of this technique, to enhance security against unexpected information leak. In addition of
the basis of this approach, we consider an issue of dynamic aspects of behavior of MA and a
cost-conscientious dynamic planning method.
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